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菊川市における【はじめての日本語教室】
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菊川市の課題

【第４次菊川市多文化共生推進行動指針より】

・市内外国人人口比率 7.7%

・国際交流協会はある
☞日本語教室 平日夜間 週1回
☞主に技能実習生が通う
☞JLPTの取得を目指す

・市が提示する「第4次菊川市多文化
共生推進行動指針」によると日本語を
学習したい外国住民が約80％

・同じく地域との関わりを持ちたいと
感じている外国住民が約50％



菊川市として行う【はじめての日本語教室】開設の経緯
２０２０年度 静岡県より【はじめての日本語教室】モデル市として開催
２０２１年度～
今年度

継続事業として開催（補助金活用）

＊静岡県多文化共生課作成の「はじめましてにほんご」のワークシートを活用

＊対話交流型活動

＊学習対象者は《日本語ゼロもしくは挨拶程度の日本語力》

＊市内在住・在勤の外国人

＊2020年度、2021年度は全10回・日曜日・１０：００～１２：００

＊2022年度は２期に分け、各5回・土曜日・１０：００～１２：００



学習者募集の案内チラシ
【配布先】

＊市役所窓口

＊外国人が多く利用するスーパー

＊ブラジル人学校（2校）

＊外国人が多く居住する地区の
コミュニティーセンター

＊虹の架け橋教室
（外国ルーツの児童生徒が通う
日本語初期指導教室）の保護者

・・・・・・・・・・・・・・・
☆市のSNSに投稿

◎今年度はQRコードでも申し込み
可能とした



今年度のトピック

１期
（９月３日～１０月１日）

２期
（１０月２２日～１１月１９日）

備考

１回 自己紹介 自己紹介

２回 私の１日 私の１日

３回 防災（風水害について） 防災（地震について） 市役所・出前講座を利用

４回 買い物 買い物

５回 出身地 出身地

＊学習者とボランティアは１対１もしくは２対１で対話交流活動をする
＊ボランティアは「やさしい日本語」で接することを意識する
＊１期・２期とも防災講座では市役所の出前講座を活用する

開催日時・土曜日/ １０：００～１２：００



【はじめての日本語教室のイメージ】

井戸端会議をするような気楽な空間づくり



「井戸端会議をするような気楽な空間づくり」をするために

【日本語ボランティア養成講座（全3回）内容】
第1回 菊川の現状を知ろう
第2回 「やさしい日本語」とは
第3回 「はじめての日本語教室」とは

第3回目の時に
昨年度の日本語教室に参加した
ボランティアに出席してもらう

昨年度のボランティアと
今年度の受講者が日本語教室の
様子を共有する

結果
昨年度のボランティア数名が
引き続き参加
今年度のボランティアは不安が軽減
された

日本語を教える場ではない
同じ目線で
興味をもって
対話することを楽しむ



活動ふりかえりより
ボランティア（サポーター）の所感

＊学習者の生活がわかって面白い

＊買い物のトピックでは対話のネタが尽きな
かった

＊学習者のレベル差があり、対応に苦慮した

＊「やさしい日本語」の使い方が難しい

＊レベルの高い人は【助詞】の使い方等が気に
なるようだ

学習者の感想



行政担当者との共有事項

＊全５回の日本語教室では学びの時間として
は短い期間である
しかし、この教室がきっかけで自主的に学習
できるようになることを期待している

＊1期・２期修了時に文化庁の
「つながるひろがるにほんごでのくらし」を
情報として提供した

＊学習者・ボランティアともにお互いに興味を
持ち、日本語教室は活気にあふれていた

＊ボランティアの協力のもと、イメージ通り
「井戸端会議」のような空間が作られていた

☆サポーターが目の前
の学習者に真摯に向き
合うことで良好な関係
が築かれているが、新
たな課題もみえてきた



新たな課題

「やさしい日本語」の難しさ

☞学習者に合わせた瞬時の対応
☞対話活動でのサポート

学習者のレベル差

☞現状１教室のみの開催
☞人材確保・予算



コーディネーターとして果たした役割

＊行政と密に連携をとることで日本語教室がスムーズに行われた

＊教室全体を見ることで、サポーターや学習者の様子を
行政担当者と共有し、次週の活動体制を再考することができた

＊静岡県総括コーディネーターや西部エリアコーディネーターが
見学後にアドバイスをくれることで自らの振り返りが出来た



コーディネーターとして大切にしたい視点

👀全体を客観的に【みる】力

👀人とのつながりを大切に、相談する力

👀人と協力・協働する力

👀行政とつながりがあることを最大限のメリットとし、
多文化共生が進むための方法・手段を探る



学習者が地域と関わっていくために・・・

外国人比率が7.7%であることを市民自身も知らない
学習者が努力している姿を知ってほしい
サポーターが支えていることを知ってほしい

広報に載せましょう‼

行政協力のもと今年度中の広報に日本語教室の様子が掲載される予定



日本語教室の様子
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静岡県のメリットを活かす

磐田市 袋井市 掛川市 菊川市 牧之原市 焼津市 富士市

西部エリアコーディネーター 中部・東部エリアコーディネーター

総括コーディネーター

＊総括コーディネーターを主に年３回ほど研修会が行われている
＊各市の事例を共有し、連携することが出来る
＊「はじめての日本語教室」についてはどの市でも県多文化共生課が作成した
ワークシートを使っている

＊その一方で磐田市・袋井市・掛川市ではさまざまな教室運営をしている



参考資料



今年度の【はじめての日本語教室】について

担当 役割 人数

行政（コーディネーター） 行政内調整
学習者・ボランティア募集
学習者・ボランティア出欠確認
教材印刷

１名（市職員）

指導者（コーディネーター） 教室運営
教材作成
行政担当者との打ち合わせ

１名（望月）

補助指導者 教室運営補助
行政担当者との打ち合わせ

１名

母語通訳者 通訳 １名（市職員）

サポーター
（市民ボランティア）

《やさしい日本語》での対話活動 毎回１２名程度


